
回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

全体 0-01 横路孝弘『民主リベラルの旗の下で』（北海道新聞社、２０１９年）

全体 0-02 横路孝弘『現代日本の陰』（白馬書房、１９７２年）

全体 0-03 横路孝弘『北こそフロンティア』（東洋経済新報社、１９８７年）

全体 0-04 横路孝弘『第３の極』（講談社、１９９５年）

全体 0-05 壁を破るー横路孝弘活動ノート第１集ー（非売品）

全体 0-06 壁を破るー横路孝弘活動ノート第２集ー（非売品）

全体 0-07 衆議院議員横路孝弘 講演・対談集 No.5

全体 0-08 衆議院議員横路孝弘 講演・対談集 No.6

全体 0-09 衆議院議員横路孝弘 講演・対談集 No.7

全体 0-10 衆議院議員横路孝弘 講演・対談集 No.8

全体 0-11 衆議院議員横路孝弘 講演・対談集 No.9

全体 0-12 衆議院議員横路孝弘 講演・対談集 No.10

全体 0-13 衆議院議員横路孝弘 講演録 明日を開く政治をめざして

全体 0-14 社会新報号外（横路孝弘国会報告特集）

全体 0-15 よこみち孝弘ネットワーク通信

全体 0-16 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2009.6.1

全体 0-17 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2009.10.10

全体 0-18 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2010.1.1

全体 0-19 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2010.6.1

全体 0-20 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2010.9.16

全体 0-21 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2011.1.1

全体 0-22 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2011.9.26

全体 0-23 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2012.1.1

全体 0-24 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2012.7.1

全体 0-25 プレス民主号外（北海道第１区総支部版）よこみち孝弘特集号2012.9.25

全体 0-26 〇 活動記録

1 上 1 1-01
佐藤久美子・渡辺恵子「北極星のもとに——横路美喜さんの回想」宮良高広編『北海道を探る11 個人の生活史』（北海道みん
ぞく文化研究会、１９８６年）

1 上 3 1-02 三浦綾子『ナナカマドの街から』（北海道新聞社、１９８５年、角川文庫１９８９年）（抄）「横路少年の視点」

1 上 6 1-03 〇 父への手紙（昭和２２年頃、横路孝弘が父に宛て）

1 上 10 1-04 杉木俊夫『道草往来』（杜之於文庫、１９８４年）

1 上 10 1-05 杉木俊夫『濡れた灯台』（私家版、１９８２年）

1 上 16 1-06 「Who’s Who 横路美喜さん」グラフ３７巻６号（１９８４年７月）

1 上 19 1-07 〇 横路孝弘「西高への想い」札幌西高１０期会だより４３号（２０１４年）

1 上 25 1-08 〇 横路孝弘ブログ記事「光市母子殺害事件判決で思い出した『島秋人』」

1 上 31 1-09 一冊の本（政治家の本棚）

1 上 31 1-10 〇
「北の映像ミュージアム会報」Ｎｏ．３９（２０１９年９月１８日発行）シリーズ・インタビュー「シネマと私」⑮横路孝弘さ
ん

1 上 31 1-11 生活経済政策研究所編『埋火 大内力回顧録』（お茶の水書房、２００４年）

1 上 31 1-12 白山友正「山丹交易事情——明治以前の日満通商関係」経済史研究４０号（１９３３年）

1 上 1-13 杉木俊夫著作集（抄）

2 上 33 2-01 池田敦子「政治家の妻たち 横路由美子さん③」週刊読売１９９７年４月１３日号・同③２０日号

2 上 33 2-02 〇 横路由美子「２０１０年夏——日常雑感」北を語る３４号（２０１０年秋）

2 上 35 2-03 家系図（横路理紀氏作成）

2 上 37 2-04 『横路節雄伝』横尾節雄伝刊行委員会編（アトランティック社、１９７９年）

2 上 39 2-05 駒木佐助編著『添田家史料 石川家臣団の室蘭開拓辛酸記』（室蘭地方史研究会、１９９１年）

2 上 39 2-06 市立室蘭図書館室蘭地方史研究会『添田家史料』（史料紹介パンフレット、発行年不詳）

2 上 47 2-07 第27回社会党党大会「明日への期待」（「月刊社会党」１０６号（１９６６年））

2 上 47 2-08 第28回社会党党大会「『明日への期待』（社会党政権下の政治）の補強修正」（「月刊社会党」１１７号（１９６７年））

2 上 47 2-09 横路節雄「債務でないガリオア・エロア」エコノミスト４０巻７号（１９６２年）

2 上 48 2-10 全代議士４６０名エンマ帳

2 上 49 2-11 横路節雄「封じられた私の日韓質問」朝日ジャーナル１９６５年１１月２８日号

2 上 50 2-12 朝日ジャーナル編集部「国会論議の中の中国問題 １ 予算委速記から」朝日ジャーナル１９６４年２月１６日号

横路孝弘元議長 オーラルヒストリー提供資料



回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

2 上 50 2-13 金内忠雄『青春の記録——比島山中敗走記』（私家版、１９９０年）

2 上 50 2-14 「私のなかの歴史 お菓子に託す夢②」北海道新聞２００５年５月２５日(夕刊)

2 上 54 2-15 〇 野呂美喜「ペスタロッチの生涯」会報（札幌女子高等学校）１９号

2 上 59 2-16 高橋信子編著『飛雪 添田文書の詩歌並に室蘭郡引渡請取往復記』（室蘭地方史研究会、１９９３年）

2 上 64 2-17 〇 横路孝弘後援会編『大衆政治家 横路節雄君を偲ぶ』（１９６９年、非売品）

2 上 64 2-18
マリア・クリスティーナ・バロン・ソト イベロアメリカ大学教授『ヌエバ・エスパーニャ：徳川家康の交易政策の目標』（在
メキシコ大使館訳、２０１０年）

2 上 64 2-19 ルイス＝カバーニャス『ロドリゴ・デ・ビペーロ・イ・アベル―サ 将軍と交渉したノボイスパーノ』

2 上 64 2-20 ルイス＝カバーニャス『将軍と交渉したノボイスパーノ』京都ラテンアメリカ研究所「紀要」１１号（２０１１年１２月）

3 上 64 3-01 十五代浅井政次編集『雲林院 浅井家』（私家版、平成２２年６月）

3 上 71 3-02 小泉信三全集10（抄）「野呂栄太郎」（文藝春秋、１９６７年）

3 上 72 3-03 「鵠沼時代の野呂栄太郎」刊行委員会『鵠沼時代の野呂栄太郎』

3 上 72 3-04 小林勇『遠いあし音・人はさびしき』（筑摩書房、１９８７年）

3 上 79 3-05 まつおか・もとさぶろう『道 阿蘇、山路の移り変わり』（私家版、１９９１年）

3 上 79 3-06 まつおか・もとさぶろう『明治生まれの昭和一代記〔第一部〕』（私家版、１９９０年）

3 上 80 3-07 まつおかもとさぶろう編『外地在留邦人の引揚げと福岡港』（私家版、１９９３年）

3 上 81 3-08 まつおか・もとさぶろう『明治生まれの昭和一代記〔第二部〕』（私家版、１９９０年）

3 上 82 3-09 まつおかもとさぶろう編『外地在留邦人の引揚げと福岡港（資料集）』（私家版、１９９３年）

3 上 88 3-10 横路朋生「いやなせんきょ」

3 上 91 3-11 横路由美子「連載エッセイ１０ 静かな人の説得力」よこみち孝弘ネットワーク通信１６号（２００２年１月）

3 上 96 3-12 〇 横路美喜「郷土の歴史フォーラム ―野呂栄太郎の生い立ち―」（南幌町郷土史研究会、１９９４年）

3 上 96 3-13 伊藤兼平『慟哭の地平——野呂栄太郎の少年時代』（非売品、１９７４年）

3 上 96 3-14 北明邦雄「北中時代の野呂栄太郎——野呂没後五十周年を迎えて」北海１７号（１９８４年）

3 上 96 3-15 松岡元三郎「北海道開拓の祖 泉麟太郎翁の伝記に就いて」（含む、秋月涼子氏あて書簡）

3 上 97 3-16 横路由美子「新春訪問 協力と助けあいの中で活力の溢れた家庭を」マリッジだより６５号（１９８４年）

3 上 97 3-17 横路由美子「聴く 第２７３回 横路由美子 知事の妻（聞く人竹田厳道）」一枚の繪Vol.278（１９９４年１１月）

3 上 97 3-18 「夫婦の階段 第１０回」週刊朝日１９９３年１０月１日号

3 上 97 3-19 〇 横路由美子「兵役拒否の若者達——加害者にも被害者にもなることを拒否する」北を語る１８号（北を語る会、２００２年）

3 上 97 3-20 〇 横路由美子「始まった選挙戦」北を語る３０号（北を語る会、２００８年）

3 上 3-21 添田・野呂・横路家系図

3 上 3-22 由美子夫人関係資料（スタッフ・オブ・ホッカイドー）

4 上 126 4-01 〇 【米解禁文書】（翻訳）1964年3月9日 東京・米大使館発、米国務省宛て電報

4 上 126 4-02 国会議事録 衆院予算委員会第二分科会 昭和39年(1964年)2月18日

4 上 128 4-03 北岡和義「真昼の闇となった沖縄密約」沖縄密約情報公開訴訟原告団『沖縄密約をあばく』（２０１６年、日本評論社）

5 上 128 5-01 いわゆる「密約」問題に関する調査報告書

5 上 128 5-02 昭和４６年５月２８日 沖縄返還問題（本大臣・マイヤー大使会談）（限定配布）

5 上 128 5-03 昭和４６年６月２日 沖縄返還問題（愛知大臣・マイヤー大使会談）

5 上 128 5-04 昭和４６年６月９日 アイチ外務大臣、ロジャース国務長官会談

5 上 128 5-05 昭和４６年６月９日 沖縄返還交渉(請求権)

5 上 138 5-06 岩尾清治『遺言・楢崎弥之助』（西日本新聞社、２００５年）

5 上 139 5-07 楢崎弥之助『政界の悪を斬る』（文芸社、１９９７年）「沖縄密約に関する外務省極秘電信追及秘話」

5 上 155 5-08 北岡和義「封印といた沖縄密約事件」出版ニュース（２０１０年１月）

5 上 155 5-09
「Ｑ＆Ａどうして米兵が犯罪をおかしても罰せられないのですか？」前泊博盛編『本当は憲法より大切な「日米地位協定入門」
』（創元社、２０１３年）

5 上 155 5-10 〇 横路孝弘先生会見のためのメモ（２０２１年６月２８日、国会第２議員会館）

5 上 155 5-11
1.米軍移転費を秘密補償朝日新聞（1998.7.11）2.沖縄返還「裏負担」2億ドル朝日新聞（2000.5.29）3.沖縄返還密約吉野文六氏
が証言北海道新聞（2006.2.8）

5 上 155 5-12 「特集 沖縄密約３０年目の真相」週刊金曜日３４１号（２０００年１１月２４日）

5 上 156 5-13 布施祐仁「米兵と犯罪」前田哲男ほか編『〈沖縄〉基地問題を知る事典』（吉川弘文館、２０１３年）

5 上 156 5-14 衆議院各国政情視察議員団（第六班）報告書（ロッキード特委）

5 上 156 5-15 真山仁「ロッキード 角栄はなぜ葬られたのか 第４７回」週刊文春２０１９年５月２３日号

5 上 156 5-16 同前・第５６回、週刊文春２０１９年７月２５日号

5 上 156 5-17 同前・第６２回、週刊文春２０１９年９月１２日号

5 上 156 5-18 同前・第６４回、週刊文春２０１９年９月２６日号

5 上 156 5-19 同前・第７０回、週刊文春２０１９年１１月７日号

5 上 156 5-20 横路孝弘・竹田厳道「対談 ロッキードを追う」



回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

5 上 156 5-21 裁判官弾劾裁判所事務局・裁判官訴追委員会事務局編『裁判官弾劾制度の五十年』（平成９年１１月）

5 上 156 5-22 ＮＨＫスペシャル未解決事件 file 5 ロッキード事件 年表

5 上 5-23 資料２（1.請求処理に疑惑毎日新聞（1971.6.18）2.同上記事の西山記者の解説）

5 上 5-24
新聞「米、基地と収入で実とる 請求処理に疑惑」
同「沖縄協定の審議 ここが問題点」

5 上 5-25 無題（吉野局長宛栗山条約課長作成メモ）

5 上 5-26 メモ（沖縄米兵による犯罪）

6 上 160 6-01 ２０２２年２月２３日東京新聞「強制不妊 初の賠償命令」

6 上 168 6-02 〇（一部） 横路孝弘『日本国憲法について（第９版）』

6 上 168 6-03 〇 横路孝弘『バブル・リストラの１９９０年代＆小泉内閣以降の自公連立下の２０００年代（２０１３年改訂版）』

6 上 168 6-04 〇 横路孝弘『国際指標から見た日本のすがた ２０１２年改訂版』

6 上 178 6-05 浜谷惇『政権と社会党——裏方３２年の回顧談』（オルタ叢書、２０１５年）

6 上 180 6-06
「国連創設及びわが国の終戦・被爆六十周年に当たり、更なる国際平和の構築への貢献を誓約する決議案（第１６２回国会、衆
議院本会議決議第６号）」

6 上 184 6-07 園田源三『村山首相秘書官——社会党人生の軌跡』（オルタ叢書、２０１５年）

6 上 186 6-08 マクロイ＝ゾーリン協定

6 上 188 6-09 〇 横路孝弘『世界連邦実現への希望 世界連邦日本国会委員会会長として』（２０１８年）

6 上 188 6-10 〇 『世界連邦日本国会委員会設立経緯』（横路孝弘氏提供）

6 上 188 6-11 〇 世界連邦にかかる「モントルー宣言」関係資料（横路孝弘氏提供）

6 上 188 6-12 〇
世界連邦運動協会「核兵器禁止条約採択を受けての声明」（２０１７年８月６日）・同「声明 核兵器禁止条約採択１周年にあ
たって」（２０１８年７月７日）

6 上 188 6-13 『第３２回世界連邦日本大会 世界連邦日本大会２０１５ in 綾部 報告書』※横路孝弘氏提供

6 上 188 6-14 横路孝弘「私の社民・リベラル観」社会主義と労働運動２２０号（１９７８年）

6 上 188 6-15 横路孝弘「社会主義論議の前提として」月刊社会党３１６号（１９８２年）

6 上 188 6-16 清水慎三・横路孝弘「対談 政治の変革と社会的権力」

6 上 188 6-17 船橋成幸、山岸章、横路孝弘「社会党は何を問われているか」（社会労働評論、１９８１年１２月）

6 上 188 6-18 今泉清、岩根邦雄、仲井富「運動の原点と社会党」

6 上 188 6-19 飛鳥田一雄、五味川純平「非組織市民と社会党」

6 上 188 6-20 船橋成幸『革新政治の裏方が語る１３章』（オルタ出版室、２０１５年）

6 上 188 6-21 早川勝『社会党——裏方・表方・市長』（オルタ出版室、２０１５年）

6 上 188 6-22 加藤宣幸『メールマガジン「オルタ」編集後記集Ⅰ』（オルタ出版室、２０１２年）

6 上 188 6-23 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.1

6 上 188 6-24 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.2

6 上 188 6-25 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.3

6 上 188 6-26 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.4

6 上 188 6-27 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.5

6 上 188 6-28 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.6

6 上 188 6-29 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.7

6 上 188 6-30 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.8

6 上 188 6-31 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.10

6 上 188 6-32 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.11

6 上 188 6-33 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.12

6 上 188 6-34 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.14 臨時特集号

6 上 188 6-35 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.15

6 上 188 6-36 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.16

6 上 188 6-37 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」No.17

6 上 188 6-38 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.18

6 上 188 6-39 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」No.20

6 上 188 6-40 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」No.21

6 上 188 6-41 佐々木秀典編集・雑誌「新しい流れ」 No.22

7 上 188 7-01 上原康助『激動の戦後史と共に——国政２５年を振り返って』（ボーダーインク、１９９５年）

7 上 190 7-02 新蔵博雅・佐藤正人編『みんなヒーローだった』（CRIPメディアサービス、１９８６年）

7 上 192 7-03 〇 横路孝弘「北海道知事選挙の出馬表明にあたって」（１９８２年１１月４日）

7 上 192 7-04 〇 『拓かれる北海道』編集委員会編『いま、新しく——拓かれる北海道 知事選の壮大なドラマと政策』（１９８３年）

7 上 192 7-05 〇 横路孝弘『あたらしい北海道の創造——いま、新・開拓時代』（１９８３年）



回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

7 上 192 7-06 〇 横路孝弘『あたらしい北海道の創造——いま、新・開拓時代』（要旨）（１９８３年）

7 上 193 7-07 平松守彦・横路孝弘「往復書簡 東京ぬきでやろう」（岩波ブックレット、１９９４年）

7 上 208 7-08 『書くとき話すとき——言葉の行革をすすめるために』（昭和５９年）

7 上 214 7-09 北のフロンティア賛歌編集委員会編『北のフロンティア賛歌』（刊行年不詳、横路知事時代のパンフレット）

7 上 221 7-10 〇
社会党ポスター「'72 あすの政治を語ろう《日本社会党軍事プロジェクトチーム来たる》（ビラ）」（１９７２年、横路孝弘氏
提供）

7 上 222 7-11 〇 いま、新開拓時代（選挙ビラ）

7 上 222 7-12 〇 「あなたは知事選挙をどう考えていますか」（２期目出馬時の選挙ビラ）

7 上 222 7-13 〇 みんなの会（道知事選応援組織）関係資料

7 上 222 7-14 〇 「アンコール 新・開拓時代の息吹き」（２期目出馬時の選挙ビラ）

7 上 222 7-15 横路由美子「冬のバラ」中央公論１９８３年６月１日号

7 上 222 7-16 〇 横路知事就任あいさつ（横路事務所作成）

7 上 222 7-17 〇 知事道政執行方針（昭和５８年～昭和６１年）

7 上 222 7-18 横路孝弘「自治のエネルギーは豊かな発想から」社会労働評論（昭和５８年１２月号）

7 上 222 7-19 北海道自治研究 第１８３号「特集・横路道政この１年」（北海道地方自治研究所、１９８４年）

7 上 222 7-20 北海道自治研究 第１８４号「道議会ウォッチング」、「知事選投票行動調査」ほか（北海道地方自治研究所、１９８４年）

7 上 7-21 政治倫理を考える市民集会 集会案内チラシ

7 上 7-22 峯山富美「小樽運河運動を振返る～1本の道路建設がまちを変えた～」（SHIN TOSHI 57巻5号 ２００３年５月）

7 上 7-23 （財）北海道市町村振興協会「北の挑戦（Ⅱ）」（昭和６３年３月）

7 上 7-24 （財）北海道市町村振興協会「北の挑戦（Ⅲ）」（平成元年３月）

7 上 7-25 （財）北海道市町村振興協会「北の挑戦（Ⅳ）」（平成３年１月）

8 上 246 8-01
「北海道・黒竜江省友好提携５周年記念シンポジウム 北からの文化の道をさぐる——黒竜江省・沿海州・樺太・北海道」（平
成３年９月５日）

8 上 247 8-02
菊池俊彦「元軍の樺太侵入」菊池徹夫・福田豊彦編『北の中世 津軽・北海道』（平凡社、１９８９年）
ガリバー東京に挑戦「北の交流路」（平成２年７月７日朝日新聞夕刊）
北東アジアのなかの日本列島（出典不明）

8 上 249 8-03
北炭夕張新炭鉱ガス突出事故関係資料（松本克「北炭夕張炭鉱の事故と閉山 日本石炭産業に致命的打撃」（２０１８年）、北
海道新聞記事等）

8 上 249 8-04 〇 横路知事の海外出張（ロシア関連）

8 上 249 8-05 〇 横路孝弘元北海道知事の中国要人との面談について（面談一覧）

9 上 250 9-01
「日本弁護士連合会人権擁護大会プレシンポジウム 高レベル放射性廃棄物の地層処分を考える——再燃する幌延問題から」
（２０１４年８月２日）（議事録）

9 上 250 9-02
「日本弁護士連合会人権擁護大会プレシンポジウム 高レベル放射性廃棄物の地層処分を考える——再燃する幌延問題から」
（２０１４年８月２日）（報告書）

9 上 274 9-03 地方６団体「補助金等を通じた国の過度の関与の支障例」

9 上 274 9-04 １９９６年１２月２５日付朝日新聞朝刊記事「真の分権とは 補助金支配の構造見直せ」

9 上 281 9-05 〇 幌延（高レベル放射性廃棄物問題）講演資料（作成年不明、横路孝弘氏提供）

9 上 281 9-06 高レベル放射性廃棄物の最終処分地の選定及び処分研究に関する質問主意書（参議院議員徳永エリ君提出）

9 上 281 9-07 高レベル放射性廃棄物の最終処分地の選定及び処分研究に関する質問に対する答弁書（上記質問主意書に対する答弁）

9 上 281 9-08
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構幌延深地層研究センターにおける高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に係る研究開
発に関する質問主意書（参議院議員徳永エリ君提出）

9 上 281 9-09
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構幌延深地層研究センターにおける高レベル放射性廃棄物の地層処分技術に係る研究開
発に関する質問に対する答弁書（上記質問主意書に対する答弁）

9 上 282 9-10 「科学的特性マップに関する意見交換会 説明参考資料」（２０１７年１１月作成版、ＮＵＭＯ）

9 上 282 9-11 「平成２９年度原子力の利用状況等に関する調査 核燃料サイクル技術等調査報告書」（平成３０年２月、ＪＡＥＡ）

9 上 282 9-12 北海道新聞記事（「神恵内は不適」指摘も 核ごみ処分問題で専門家 積丹半島西岸沖に活断層）

9 上 282 9-13 北海道新聞記事（核のゴミどこへ⑧）

9 上 282 9-14
「千歳川放水路計画」札幌開発建設部作成（社会資本整備審議会河川整備基本方針検討委員会（平成１６年３月３０日）資料２
―３ ８頁より抜粋作成）（横路孝弘氏提供）

9 上 282 9-15 北海道開発局恒松浩、柳屋圭吾、中津川誠「千歳川放水路計画について」（１９９７年、水文・水資源学会誌第１０号第４号）

9 上 282 9-16 地方分権推進委員会第５次勧告（平成１０年１１月１９日）

9 上 282 9-17 横路孝弘「地方分権がなぜ必要なのか」（地方分権問題研究会）

9 上 9-18 海底にも活断層が迫る寿都～神恵内

10 上 283 10-01 〇 横路孝弘「北海道経済の活性化に向けて（平成６年１０月１７日講演記録）」

10 上 290 10-02 〇 道政の状況

10 上 301 10-03 東京部落解放研究委員会「資料「アイヌ民族に関する新法問題について」の答申」東京部落解放研究６１号（１９８８年）

10 上 302 10-04 ウタリ対策のあり方に関する有識者懇談会『報告書』（１９９６年４月）

10 上 302 10-05 萱野茂『国会でチャランケ——二風谷にアイヌとして生きる』（社会新報ブックレット、１９９３年）
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10 上 302 10-06 萱野茂参議院議員アイヌ語質問（参・内閣委員会H6.11.24）

10 上 313 10-07 １９９１年１月１日付朝日新聞記事「古くから北方交易 花開いた独自文化」

10 上 313 10-08 本田優子「アイヌ文化と北海道」北海道自治研究第６１２号（２０２０年１月）

10 上 313 10-09 谷本晃久「北海道開拓の光と影」北海道自治研究６１４号（２０２０年）

10 上 313 10-10 〇 横路孝弘「アイヌ民族の決議について」

10 上 313 10-11 小・中学生向け副読本編集委員会『アイヌ民族——歴史と現在』（公益財団法人アイヌ民族文化財団、２０２０年）

10 上 313 10-12 先住民族（国際連合広報センター）

10 上 313 10-13
上村英明「『先住民族の権利に関する国連宣言』獲得への長い道のり」ＰＲＩＭＥ / 明治学院大学国際平和研究所 [編]（２００
８年）

10 上 313 10-14 常本照樹「海外の先住民族政策～日本との比較の視点～」開発こうほう（北海道開発協会、２０１４年１０月）

10 上 313 10-15
角田猛之「日本政府のアイヌ政策の変遷と２０１９年アイヌ施策推進法の制定」関西大学法学論集６９（６）（２０２０年３
月）

10 上 313 10-16 アイヌ施策の総合的かつ効果的な推進を図るための基本方針（令和元年９月６日閣議決定）

10 上 314 10-17 アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会報告について」（平成２１年７月）

11 上 315 11-01 『食の祭典問題調査報告書』（平成元年、北海道）

11 上 317 11-02 『食の祭典問題調査報告書（説明及び参考資料）』（平成元年、北海道）

11 上 321 11-03 〇 「みんなの会代表委員・幹事会知事あいさつ」（１９９４年６月１７日）

11 上 321 11-04 〇 横路知事・職員向け退任あいさつ（１９９５年４月２１日（金））

11 上 323 11-05 〇 「新しい市民的社会派結集のための覚書」（１９９４年４月９日）

11 上 336 11-06 〇 「新たな選択・民主リベラル・新たな結集」シンポジウムと交流の集い（１９９４年１１月２６日、日本プレスセンター）

11 上 337 11-07 〇 「リベラル新極へ、いま発進——ライブトーク・『もう一つの日本』を求めて」（横路孝弘氏提供）

11 上 337 11-08 〇 「リベラル・フォーラムの軌跡 １９９６ ２ ３」（横路孝弘氏提供）

11 上 338 11-09 〇 横路孝弘「地方分権とＮＰＯ〔「グリーンシード２１研究会」政策勉強会における講演〕」（１９９５年、横路孝弘氏提供）

11 上 339 11-10 〇 政界再編・新しい極の必要性（横路孝弘氏提供）

11 上 342 11-11
石田晴久監修、ジョン・Ｌ・ピーターセン著、富士ソフト訳・編『２０１５年——２１世紀への序章』（富士ソフト、１９９５
年）

11 上 342 11-12 〇 横路孝弘「新党結成のための政策提案（第一ドラフト）」（１９９６年８月３日、同１７日・２３日改訂）

11 上 344 11-13 〇
すみよい北海道をつくるみんなの会「フロンティア・ランナー ポートレートコレクション 横路知事の１０年」（１９９３年
１０月）

11 上 344 11-14 〇 作者不詳（横路孝弘氏作成か）「新しい北海道の創造～横路道政１１年の軌跡～」

11 上 344 11-15 〇 『いいね、北海道』第１号（すみよい北海道をつくるみんなの会、１９９１年）

11 上 345 11-16 市村充章「政治改革関連法案、修正、否決 そして、一転成立へ」立法と調査 １８１号（１９９４年４月）

11 上 345 11-17 社会新報「新しい連立政権の樹立に関する合意事項」（１９９４年７月５日）

11 上 345 11-18 リベラル・フォーラム新聞記事

11 上 346 11-19 〇 メモ（新しい風北海道）

11 上 346 11-20 〇 「新しい風・北海道会議設立総会」（１９９５年７月２９日）

11 上 346 11-21 〇 新しい風・北海道会議「新しい風・北海道会議会報 ネットワーズ 第１号」（１９９５年１１月１５日）

11 上 346 11-22 〇 新しい風・北海道会議 会則、入会申込書

11 上 346 11-23 東京市民２１「市民が主役の政治を」（１９９５年７月１日）

11 上 346 11-24 〇 「ローカル・ネットワーク・オブ・ジャパン結成に向けて」（１９９６年２月３日)

11 上 346 11-25 〇 「Ｊネット結成全国集会 討議資料集（次第等）」（１９９６年４月７日）

11 上 346 11-26 〇 「Ｊネット結成全国集会 討議資料集（活動計画等）」（１９９６年４月７日）

11 上 346 11-27 〇 横路孝弘「私の基本的な考え方」

11 上 346 11-28 〇 横路孝弘「メモ（党形成への議論）」

11 上 346 11-29 〇 横路孝弘「メモ（党大会直前～）」

11 上 346 11-30 〇 横路孝弘「メモ（民主党のめざすもの、民主党の基本理念）」

11 上 346 11-31 民主党のめざすもの（『ＣＬＵＢ―Ｄ』１号（１９９６年））

11 上 345 11-32 〇 横路孝弘「メモ（民主党結成へ）」

11 上 345 11-33 鳩山由紀夫「民主党 私の政権構想」文藝春秋（１９９６年１１月）

11 上 346 11-34
インタビューこれだけは言っておく！ 民主党副代表(衆・前北海道知事)横路孝弘「"横路孝弘の激白『橋本政権とは政権を組ま
ない…』」月刊官界 （１９９７年５月）
横路孝弘「女性へ期待を込めて呼びかけたい」（出典不明）

11 上 11-35 「道史編纂さんにかかる横路元知事インタビュー」（２０１９年３月２５日）（未定稿）

12 上 354 12-01 高野孟『９３年激変 連立時代と社会党の選択』（日本社会党機関紙局、１９９３年）

12 上 361 12-02 〇 市民政策プロジェクト

12 上 361 12-03 〇 民主党・市民政策議員懇談会の活動

12 上 368 12-04 〇 「CLUB-D」保存版（１９９６年１２月１５日～１９９８年４月１５日）
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12 上 368 12-05 〇 市民がつくる政策調査会の活動（２０１３年１１月１２日）

12 上 368 12-06 〇 市民がつくる政策調査会・活動経過（１９９７年～２０１３年９月）

12 上 368 12-07 〇 市民政策円卓会議

12 上 368 12-08 〇 市民政策提案フォーラム

12 上 368 12-09 民主党結党宣言、民主党の基本理念

12 上 368 12-10 市民がつくる政策調査会編「ＣＩＶＩＣＳ市民政治２ 検証 連立政権 転形期の政策決定システム」（生活社、２００７年）

12 上 368 12-11 〇 横路孝弘「メモ（市民政策議員懇談会）」

12 上 12-12 民主党が取り組む議員立法一覧（CLUBーD抜粋）

12 上 12-13 「CLUB-D」保存版（抜粋）

13 上 372 13-01 〇 横路孝弘「市民中心の政治実現のために——勧告、米国、中国、北朝鮮訪問と国会報告」（１９９７年８月２２日）

13 上 395 13-02
地方分権推進委員会第５次勧告
井上源三、米田順彦「『分権型社会の創造』のために －—地方分権推進委員会第五５次勧告解説」地方自治６１４号（ぎょう
せい、１９９１年１月）

13 上 395 13-03
地方分権推進委員会「地方分権推進委員会第１６４回審議概要（詳細版）」『地方分権推進委員会議事要録: 詳細版 第１６１
～１９０回』

13 上 395 13-04
地方六団体地方分権推進本部「地方分権推進委員会への地方六団体の提出意見の概要について」都道府県展望４５９号（全国知
事会、１９９６年１２月）

13 上 395 13-05 大森彌「公共事業の分権改革—分権委五次勧告の形成過程とその帰結—」『公共事業の改革』（ぎょうせい、２０００年）

13 上 395 13-06
地方分権推進委員会「地方分権推進員会第１７７回議事要録（詳細版）」『地方分権推進委員会議事要録: 詳細版 第１６１～
１９０回』

13 上 395 13-07 「補助事業の範囲の見直しについて（座長試案）」『地方分権推進委員会議事要録: 詳細版 第１６１～１９０回』

13 上 395 13-08 「公共事業の見直しのポイント」『地方分権推進委員会議事要録: 詳細版 第１６１～１９０回』

13 上 395 13-09 〇 横路孝弘「民主党代表選挙の立候補にあたって」

13 上 395 13-10 〇 日本外国特派員協会の公開討論における横路孝弘の発言

13 上 395 13-11 〇 横路孝弘「自民党に対抗しうる民主党へ 私の基本的な考え方」

13 上 395 13-12 〇 よこみち孝弘ネットワーク通信（１９９９年９月１７日）

13 上 395 13-13 「衆議院議員横路孝弘氏（民主党）に聞く 民主党に必要なのは与党との対立軸」月刊タイムス（１９９９年６月）

13 上 395 13-14 〇 「民主党代表選挙」民主 号外（１９９９年９月１３日）

13 上 395 13-15 新聞記事（民主党代表選関係）

13 上 395 13-16 〇 よこみち孝弘ネットワーク通信（２００２年９月２８日）

13 上 395 13-17 〇 「民主党代表選挙」民主 号外（２００２年９月９日）

14 上 408 14-01 「第１次アーミテージ報告」渡辺治編著『憲法改正問題資料（上）』（旬報社、２０１５年）

14 上 408 14-02 「第２次アーミテージ報告」渡辺治編著『憲法改正問題資料（下）』（旬報社、２０１５年）

14 上 408 14-03 「第３次アーミテージ報告」渡辺治編著『憲法改正問題資料（下）』（旬報社、２０１５年）

14 上 408 14-04 「第４次アーミテージ報告」国際情報資料４８（原水爆禁止日本協議会、２０１９年１月）

14 上 408 14-05
・日商岩井ビジネス戦略研究所「米国と日本：成熟したパートナーシップに向けて」（溜池通信、２００１年２月９日号別冊）
・西住祐亮「第５次アーミテージ・ナイ報告書」 外国の立法 ２８６―２号（国立国会図書館、２０２１年２月）

14 上 409 14-06 〇 横路・小沢合意（２００１）

14 上 409 14-07 〇 横路・小沢合意（２００４） 、小沢一郎さんとの会談について

14 上 424 14-08 〇 横路孝弘「各種国際指標からみた北欧諸国」（抜粋）（２０１２年）

14 上 426 14-09 日米防衛協力のための指針の見直し(1997)

14 上 426 14-10 日米防衛協力のための指針(2015)

14 上 426 14-11 新「日米防衛協力のための指針」（ガイドライン）

14 上 426 14-12
リチャード・アーミテージ「日米安保関係の近代化—新しい時代のための新しいパートナーシップ」外交フォーラム緊急増刊
（１９９６年６月２０日）

14 上 426 14-13
水沢紀元「ジョセフ・ナイの国際政治理論——そのリアリズム性に関する一考察」明治大学政治学研究論集第２１号（２００５
年２月）

14 上 427 14-14 〇 横路孝弘「アスベスト問題について」（２００５年７月２６日）

14 上 427 14-15 毎日新聞２０１１年９月１９日記事「中皮腫死者 最悪の１２０９人」

14 上 427 14-16 〇 横路孝弘「中皮腫による死亡数の年次推移（１９９５－２０１０）」

14 上 427 14-17 〇 横路孝弘「五島正規先生を偲ぶ会における『お別れの言葉』」

14 上 427 14-18 衆議院欧州各国の経済財政政策等の実情調査議員団報告書（平成13年10月）

15 下 1 15-01 昭和５０年１月３日サンケイ新聞「政治改革はオレたちにまかせろ！」

15 下 11 15-02 〇 副議長時代の主要行事（一覧）

15 下 13 15-03 年金制度をはじめとする社会保障制度改革に関する両院合同会議

15 下 28 15-04 平成17年衆議院の動き（抜粋）



回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

15 下 28 15-05 社会保障の在り方に関する懇談会「今後の社会保障の在り方について」（首相官邸ウェブサイト）

15 下 28 15-06
〇

（一部）

・日本年金機構ウェブサイト「年金記録問題とは？」
・横路孝弘「活動記録 ２００７年６月 今月のメッセージ」
・日本年金機構ウェブサイト「未統合記録（５、０９５万件）の解明状況（令和５年９月時点）」
・日本年金機構ウェブサイト「年金時効特例法について」

15 下 28 15-07 平成１７年２月２３日 衆議院厚生労働委員会議録

15 下 28 15-08 年金制度をはじめとする社会保障制度改革に関する両院合同会議会議録（H17.4.8）

15 下 28 15-09 年金制度をはじめとする社会保障制度改革に関する両院合同会議会議録（H17.7.29）

15 下 28 15-10 〇 「副議長としての宮中関係行事」（衆議院事務局作成）

15 下 28 15-11 内閣府大臣官房「天皇陛下御在位２０年記念式典記録」（２０１０年３月）等

15 下 28 15-12 首相官邸ウェブサイト「天皇陛下御在位２０年慶祝行事等」

15 下 28 15-13 宮内庁ウェブサイト「天皇皇后両陛下御結婚満５０年祝賀行事一覧」

15 下 28 15-14 宮内庁ウェブサイト「国賓 オランダ国王陛下及び王妃陛下のための宮中晩餐 天皇陛下のおことば・国王のご答辞」

15 下 29 15-15
「日本占領下蘭領東インドにおけるオランダ人女性に対する強制売春に関するオランダ政府調査報告」解説 吉見義明・翻訳
安原桂子 季刊 戦争責任研究 第４号（１９９４年夏季号）

15 下 29 15-16 〇 「当時の出来事（民主党代表選挙において小沢一郎議員が当選）」（衆議院事務局作成）

15 下 29 15-17 参議院ウェブサイト：国会議員の互助年金等に関する調査会の概要及び同答申

15 下 29 15-18 〇 「国会議員互助年金法を廃止する法律案経緯」（横路孝弘事務所作成）、衆議院の動き（関連部分）

15 下 29 15-19 〇 国会議員互助年金法廃止（衆議院事務局作成、本人メモ入り）

15 下 29 15-20 〇 「国会議員互助年金問題についての最近の経過」（横路孝弘事務所作成）

16 下 32 16-01 安倍晋三「今こそ『戦後体制』の脱却を」歴史通１０号（２０１１年）

16 下 33 16-02 〇 「出兵や言論統制やテロなどに関する歴史」（横路孝弘事務所作成、２０１７年３月１６日）

16 下 33 16-03 参議院憲法調査会報告書（抄）（２００５年４月）第4部まとめ

16 下 33 16-04 衆議院憲法調査会報告書（抄）第3編 第3章 憲法調査会における議論

16 下 34 16-05 芦田演説(帝国憲法改正案委員会第９回会議録)

16 下 34 16-06 第90 回帝国議会 帝国憲法改正案委員会議録（速記）第9回

16 下 41 16-07 自由民主党日本国憲法改正草案（現行憲法対照）（２０１２年４月２７日）

16 下 47 16-08 宇沢弘文「教育基本法の原点に戻って根本的な教育改革を」エコノミスト２００５年８月２３日号

16 下 61 16-09 〇 「憲法改正論資料」（横路孝弘氏作成）

16 下 61 16-10 〇 「戦争への道が共謀罪」（横路孝弘氏作成）

16 下 61 16-11 文部科学省「学校現場が抱える問題の状況について」（中央教育審議会（第８１回）配付資料１―５、３頁）

16 下 61 16-12 〇 横路孝弘事務所作成「子どもと教育の現状と政権の３年」

16 下 61 16-13 〇 先生たちの基本データ（横路孝弘氏作成）

16 下 61 16-14 〇 国際指標から見た日本のすがた（２０１２年改訂版）（抄）

16 下 61 16-15 文部科学省「改正前後の教育基本法の比較」

16 下 61 16-16 文部科学省「教育三法の改正について」

16 下 61 16-17
〇

（一部）
文部科学省「教育基本法の改正に関する経緯」
「教育基本法の特別委員会における審査の概要」（横路孝弘事務所作成）

16 下 61 16-18 小堀桂一郎「『衰亡』に陥る前に教育の再建を」正論（２００３年１１月号）

16 下 61 16-19 教育基本法・教育基本法改正案・(民主党)日本国教育基本法案対照表

16 下 61 16-20 〇 よこみち孝弘ネットワーク通信（２００７年１月１日）

16 下 61 16-21 衆議院副議長北欧諸国親善訪問議員団報告書（平成１８年１月）

17 下 74 17-01 未統合記録（5,095万件）の解明

17 下 74 17-02 社会保険庁改革・年金記録問題関係（平成19年衆議院の動き）

17 下 74 17-03 厚生労働省「社会保険庁改革等の経緯」

17 下 82 17-04
佐々木勝美「衆議院と参議院の議決不一致——第１６８回国会から第１７１回国会までの事例」衆議院調査局論究Research
Bureau第６号（２００９年）

17 下 95 17-05 衆議院副議長東欧諸国親善訪問議員団報告書（平成２０年９月）

17 下 95 17-06 「社会保険庁の改革について」（厚生労働省 第１５回社会保障審議会 参考資料５―２）

17 下 95 17-07 「社会保険庁改革について」（社会保険庁 第１６回社会保険事業運営評議会資料 参考資料１）

17 下 95 17-08 〇

セーフティーネット法案の両院議長あっせん（平成２０年１月３０日）関係資料（衆議院事務局作成）
税法年度末処理についての各党合意（平成２０年３月２８日）
道路関連法案等の取扱いについて（政府・与党決定）（政府・与党決定）（平成２０年４月１１日）
自民・公明合意（平成２０年４月２８日）

18 下 104 18-01 〇 特定連合国裁判被拘禁者等に対する特別給付金の支給に関する法律案及び同概要（第１６９回国会衆法第２１号（未了））

18 下 104 18-02 〇 特定連合国裁判被拘禁者特別給付金支給法案ポイント解説（２０１７年５月１７日）

18 下 104 18-03 内海愛子『朝鮮人ＢＣ級戦犯の記録』（岩波書店、２０１５年）（抄）



回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

18 下 106 18-04 〇 「第４１回日韓・韓日議員連盟号合同総会 共同声明」（２０１８年１２月１４日、横路孝弘氏提供）

18 下 106 18-05 「韓国人元ＢＣ級戦犯者・同進会会長 李鶴来さん（９４歳）の年譜抄」（出典不明）

18 下 106 18-06
李鶴来さん追悼文集編集委員会編『李鶴来さん追悼文集——不条理を問い続けた生涯を偲ぶ』（韓国・朝鮮人元ＢＣ級戦犯者
「同進会」を応援する会、２０２１年１０月）

18 下 108 18-07 韓国・朝鮮人元ＢＣ級戦犯者 「同進会」を応援する会 通信43号

18 下 123 18-08 〇 横路孝弘事務所作成「ＢＣ級戦犯」〔出典：「戦争犯罪裁判概史要」（司法法制調査部編、１９７３年）〕

18 下 123 18-09 「赤道の下のマクベス」（新国立劇場 公演情報）、ビンタン・ブサール広告HP

18 下 123 18-10
韓国・朝鮮人元ＢＣ級戦犯者「同進会」を応援する会『[図録]韓国・朝鮮人ＢＣ級戦犯者問題 長すぎる苦難の歩みといま』
（韓国･朝鮮人元ＢＣ級戦犯者｢同進会｣/同進会を応援する会、２０１４年）

18 下 124 18-11 〇 李鶴来さん追悼弁護団声明

18 下 124 18-12 〇 李鶴来さん追悼写真展ビラ

18 下 124 18-13 〇 ズン・ベトナム首相国会演説の際の河野議長挨拶

18 下 124 18-14 衆議院副議長ベトナム及びカンボジア親善訪問議員団報告書（平成１８年９月）

18 下 124 18-15 衆議院副議長キューバ及び中米諸国親善訪問議員団報告書（平成１９年１１月）

19 下 136 19-01 日米合同委員会刑事裁判管轄権分科委員会において合意された事項

19 下 143 19-02 「平成２２年度国家予算与党３党重点要望」（民主党）、新聞記事（日経）

19 下 147 19-03
高木麻美・三浦雅央「民主党による行財政改革——事業仕分け／行政事業レビューは何をもたらしたか（総点検：民主党政権の
政策)」季刊政策・経営研究２０１３年第１１号

19 下 148 19-04 鳩山政権の顔ぶれ（2010.5.31）（民主党）

19 下 149 19-05 三党連立政権合意書、政策合意（民主党）

19 下 149 19-06 前泊博盛「『日米地位協定』全文と解説」『本当は憲法より大切な「日米地位協定入門」』（創元社、２０１３年）

19 下 149 19-07 基本方針（鳩山内閣発足時）

19 下 149 19-08 政・官の在り方（閣僚懇談会申合せ）

19 下 149 19-09 予算編成等の在り方の改革について（閣議決定）

19 下 149 19-10 平成22年度国家予算与党三党重点要望（民主党）

19 下 149 19-11 〇 行政刷新会議ワーキンググループ（ＷＧ）評価者名簿（第一弾～第三弾）等

20 下 152 20-01 横路孝弘「議員立法の制限は慎重に 衆院定数削減、政治主導に逆行」週報Weekly２００９年１０月１９日号

20 下 154 20-02 「小沢新幹事長インタビュー」プレス民主２１８号（２００９年１０月９日）

20 下 163 20-03 「とことんクリーンな民主党に戻そう 首相の議員総会発言（要旨）」（朝日新聞２０１０年６月２日付記事）

20 下 169 20-04 〇 横路孝弘事務所「各種指標（民主党政権前、民主党政権、安倍政権発足後、２０２２年１１月現在）」

20 下 173 20-05 〇 横路孝弘「障害者政策のこの３年——政権交代後、何をどのようにやってきたかを明らかにする」（講演レジュメ）

20 下 178 20-06 〇 新しい日本をつくる国民会議宛て依頼

20 下 179 20-07
新しい日本をつくる国民会議（２１世紀臨調） 政権選択時代の政治改革課題に関する検討小委員会「国会審議活性化等に関す
る緊急提言～政権選択時代の政治改革課題に関する第１次提言～」（平成２１年１１月４日）

20 下 179 20-08 〇 横路孝弘事務所作成「２０１０（平成２２）年 通常国会の主な動き」

20 下 179 20-09 独立行政法人等の役員人事に関する当面の対応方針について（閣議決定）

20 下 179 20-10
「国連障害者の権利条約推進議員連盟の発足とこれからへの期待」月刊ノーマライゼーション ２００５年４月号（公益財団法
人日本障害者リハビリテーション協会 情報センター）

20 下 179 20-11 障害者制度改革推進本部の設置について（閣議決定）

20 下 179 20-12 〇 国連障害者の権利条約推進議員連盟総会次第

20 下 179 20-13 厚生労働省「新型インフルエンザ対策総括会議 報告書」（平成２２年６月１０日）

20 下 179 20-14 国連気候変動首脳会合における鳩山総理大臣演説

20 下 179 20-15 環境省「２０２０年度（令和２年度）の温室効果ガス排出量（速報値）について」

20 下 180 20-16 菅政権の顔ぶれ（2010.7.26）（民主党）

20 下 180 20-17 菅政権の顔ぶれ（2010.11.8）（民主党）

20 下 180 20-18 菅第2次改造内閣の顔ぶれ（2011.6.27）（民主党）

20 下 180 20-19 民主党 マニフェスト（2010年参院選）（民主党）

21 下 190 21-01 〇 国会法第１０４条による記録提出要求（衆議院事務局作成）

21 下 190 21-02 〇 尖閣諸島中国漁船衝突事案を巡る衆議院予算委員会における対応（横路孝弘氏提供）

21 下 194 21-03 「議会開設１２０周年記念対談」世界と議会５５０号（尾崎行雄記念財団、２０１０年）

21 下 195 21-04 〇
横路孝弘衆議院議長作成「今後の日本の政治について」
横路孝弘衆議院議長作成「今後のスケジュールをどう考えているのか」

21 下 196 21-05 今後の国会運営のあり方に関する提案

21 下 197 21-06 〇 横路衆議院議長談話「衆議院送付案の扱いについて」

21 下 197 21-07 ２０１１年３月４日付朝日新聞社説「参院議長発言 二院制をかき乱す浅慮だ」

21 下 201 21-08 〇 東日本大震災後の正副議長・常任委員長意見交換会（概要）（横路孝弘氏提供）
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21 下 206 21-09
宮内庁ウェブサイト「平城遷都１３００年記念式典 天皇陛下の おことば」、外務省ウェブサイト「『平城遷都１３００年記
念式典』が奈良・平城宮跡で開催！ ～海外賓客の招聘及び接遇」

21 下 206 21-10 〇 韓国ＭＢＣラジオインタビュー書き起こし

21 下 206 21-11 内閣総理大臣談話（日韓併合100年）

21 下 206 21-12 〇 韓国要人の横路議長（副議長）訪問リスト（横路孝弘氏提供）

21 下 206 21-13 大韓民国親善訪問衆議院議長一行報告書（平成２３年１２月）

21 下 206 21-14 政府による尖閣諸島の国有化に関する質問主意書（衆議院議員浅野貴博君提出）

21 下 206 21-15 政府による尖閣諸島の国有化に関する質問に対する答弁書（上記質問主意書に対する答弁）

21 下 207 21-16 横路孝弘・衆議院議長中華人民共和国親善訪問議員団報告書（平成２４年６月）

21 下 207 21-17 横路議長訪中関係記事（2012年5月）

21 下 207 21-18 新聞記事（日中海空連絡メカニズム）

21 下 207 21-19 第１２５回ＩＰＵ会議報告書（２０１１年１１月）

22 下 208 22-01 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の被害状況

22 下 214 22-02 〇 宮城県知事要望項目（４月８日、５月２０日）一覧（横路孝弘事務所作成）

22 下 214 22-03 〇 東日本大震災関係写真資料（横路孝弘事務所撮影）

22 下 214 22-04 〇 石巻市慰霊祭関係資料（式次第、議長追悼の辞等）

22 下 218 22-05 平成23年度及び24年度復興関係予算（復興庁）

22 下 218 22-06 毎日新聞２０２２年３月５日付記事「原発事故処理費底なし」ほか

22 下 221 22-07 〇 「原発ゼロ社会へ」（横路孝弘氏講演メモ）

22 下 225 22-08
〇

（一部）
国会に置かれる東京電力福島原子力発電所事故調査委員会に関する論点他（横路孝弘氏提供）

22 下 225 22-09 〇 国会事故調に関連した横路議長の言動他（横路孝弘事務所作成、２０２２年２月２１日）

22 下 225 22-10 〇 国会事故調で問題とされた政府や東京電力等の事故後の主な行動

22 下 225 22-11 〇 国会事故調報告書の総理への手交関係（横路孝弘事務所作成、２０２２年２月２１日）

22 下 225 22-12 国会事故調査委員会の事故に至る主な指摘

22 下 233 22-13
日ウクライナ外交関係樹立二十周年に当たり、原子力発電所事故後の対応に関する協力を含めた日ウクライナ友好関係の増進に
関する決議」第１８０回国会 衆議院会議録 第１６号 平成２４年４月１７日

22 下 235 22-14
近藤駿介「福島第一原子力発電所の不測事態シナリオの素描」『福島原発事故独立検証委員会 調査・検証報告書』（２０１２
年３月１１日）

22 下 235 22-15 衆議院調査局東日本大震災復興特別調査室『東日本大震災関連立法 平成２３年・２４年成立法案の概要』（２０１３年３月）

22 下 235 22-16
国立国会図書館調査及び立法考査局「ＩＳＳＵＥ ＢＲＩＥＦ 東日本大震災の概況と政策課題」７０８号（２０１１年４月２
６日）

22 下 236 22-17 菅内閣総理大臣記者会見（浜岡原発運転停止要請）

22 下 236 22-18 菅内閣総理大臣記者会見（エネルギー基本計画の見直し）

22 下 236 22-19 新聞記事「西岡参院議長 民主が不信任、問責を」

22 下 236 22-20
２０１２年７月２７日東京新聞「規制委機能まで再稼働慎重要請 衆院議長、首相に」
２０１２年７月２９日朝日新聞（オンライン）「民自そろって抵抗 国会原発事故調の委員長招致」

22 下 236 22-21 内閣府ウェブサイト「令和２年度東京電力福島原子力発電所事故調査委員会の報告書を受けて講じた措置（概要資料）」

22 下 236 22-22 内閣官房ウェブサイト 第１回 事故調フォローアップ有識者会議 資料４「国会事故調及び政府事故調の概要」

22 下 236 22-23 国会事故調報告書（ダイジェスト版）

22 下 236 22-24 ２０１５年６月１２日付東京新聞「ＩＡＥＡ福島事故報告書『想定外』否定」

22 下 236 22-25
２０１４年８月５日「再起動に躍起だが、原発ゴミの問題がある 「モンゴルで処分」くすぶる」、２０１５年３月１４日「最
終処分場で先行 スウェーデンの街」、２０１５年７月２８日朝日新聞「冷戦 隠された核汚染」、２０１６年１月３１日読売
新聞「燃料１３００トン取り出し困難」

22 下 236 22-26
原子力委員会『昭和６１年 原子力年報』「第三章 安全の確保、安全の実証及び環境保全 １．ソ連チェルノブイル原子力発
電所事故と我が国の対応」

22 下 237 22-27 （社）日本原子力産業会議『原子力年鑑 ６１年版』「ハイライト ソ連原子力発電所事故で影響」

22 下 237 22-28 原子力安全委員会月報 １９８７年５月号「資料 ソ連原子力発電所事故調査報告書」

22 下 237 22-29
官公庁公害専門資料 １９８９年３月号 「短報 安全解析研究報告書（要約） チェルノブイリ原子力発電所事故の日本人へ
の影響」

22 下 237 22-30 ソ連原発事故放射能検出（日本経済新聞 1986.5.5）

22 下 237 22-31 放射能検出、18都府県に広がる（日本経済新聞1986.5.6）

22 下 237 22-32 「人体への影響ない」（日本経済新聞 1986.5.9）

22 下 237 22-33 日本国内の放射能汚染は減少（朝日新聞 1986.5.18）

22 下 237 22-34 ソ連原発事故放射能、38日ぶり安全宣言（日本経済新聞1986.6.6）

22 下 237 22-35 シイタケだけに目立つ放射能（朝日新聞 1989.6.21）



回 巻 頁 番号 HP掲載 資料名

22 下 237 22-36 日本人の体内蓄積量、元のレベルに戻る（中日新聞 1989.7.21）

22 下 237 22-37 原発事故では放射性物質の経路も分析（日本経済新聞 1986.7.26）

22 下 237 22-38 日本での年間被ばく量許容量二ケタ下回る（日本経済新聞 1986.7.12）

22 下 237 22-39 チェルノブイリ事故、日本の被ばく派米の倍 放射線研解析（朝日新聞 1988.11.17）

22 下 237 22-40 トルコから輸入のナッツ類、水際検査で放射能を検出（毎日新聞 1987.1.9）

22 下 237 22-41 エフコープ、食品放射能検査、人体への影響はない。（日本経済新聞 1989.12.12）

22 下 237 22-42 七沢潔『チェルノブイリ食糧汚染』（講談社、１９８８年）

22 下 237 22-43 「積み戻しされる放射能汚染食品」食べもの文化 １５４号 （芽ばえ社、１９９１年）

22 下 237 22-44
東野篤子「ウクライナ危機とブダペスト覚書」グローバル・ガバナンス学会『グローバル・ガバナンス学Ⅰ 理論・歴史・規
範』（法律文化社、２０１８年）

22 下 237 22-45
外務省ウェブサイト「原子力発電所における事故へのその後の対応を推進するための協力に関する日本国政府とウクライナ政府
との間の協定」

22 下 237 22-46 集中復興期間の復旧・復興事業（復興財源）の累次概要資料

23 下 242 23-01 〇 鳩山・菅・野田内閣の幹事長会談など

23 下 242 23-02 衆議院サーバ等ウィルス感染防止対策本部 「報告書」のポイント

23 下 242 23-03 衆議院サーバ等ウィルス感染防止対策本部 報告書

23 下 252 23-04
中村秀一「社会保障と税の一体改革は何であったか——社会保障の充実・安定化の側面——」社会保障研究５巻４号（２０２１
年）

23 下 254 23-05 〇 社会保障・税一体改革に関する確認書（社会保障部分）２０１２年６月１５日

23 下 254 23-06 〇 一体改革に関する3党確認書関係資料

23 下 256 23-07 社会保障制度改革国民会議報告書「確かな社会保障を将来世代に伝えるための道筋 」

23 下 257 23-08 〇 「熟議と決定の国会」に向けた改革提言（案）策定過程

23 下 260 23-09 実質通年会期制にするための制度改正について（案）

23 下 261 23-10 〇 「熟議と決定の国会」に向けた改革提言（案）

23 下 263 23-11 〇 民主党役員一覧（２０１１年９月５日）

23 下 263 23-12 議院運営委員会庶務小委員会会議録

23 下 263 23-13 〇 横路衆議院議長談話（一票の格差関連）

23 下 263 23-14 〇 小選挙区0増5減関係資料

23 下 263 23-15 ２０１２年１０月１８日付日本経済新聞「異例の衆参『違憲状態』」

23 下 263 23-16 衆議院選挙制度改革関係『平成２４年 衆議院の動き』

23 下 264 23-17 1票の格差に対する政府の見解に関する再質問主意書・答弁書（衆議院議員浅野貴博君提出）

23 下 264 23-18 〇 日弁連勧告書（厚生労働大臣宛て）

23 下 264 23-19 〇 日弁連警告書（衆議院議長宛て）

23 下 264 23-20 日弁連面談希望（警告書手交）

23 下 264 23-21 〇 死刑再審無罪者への年金保険納付特例法経緯（横路孝弘事務所作成）

23 下 264 23-22 〇 死刑再審無罪者に対し国民年金の給付等を行うための国民年金の保険料の納付の特例等に関する法律案・概要ほか

23 下 264 23-23 死刑再審無罪者に対する国民年金保険料納付特例法に関する日弁連会長声明

23 下 264 23-24 〇 野党申し入れ（3党合意反対）

23 下 264 23-25 〇 野党申し入れ（定数是正法本会議上程）

23 下 264 23-26 国家基本政策委員会合同審査会会議録（H24.11.14）

23 下 264 23-27
〇

（一部）
横路孝弘「メモ（国会改革・機能強化小委員会（機能強化小）について）」

23 下 265 23-28
〇

（一部）
成田憲彦「ねじれ国会への対応」、民主党「今後の国会運営のあり方に関する提案（案）～政策を実現し国民の期待に応える熟
議の国会のために～」

23 下 265 23-29 〇
ねじれ国会と両院協議会（成田教授資料）
両院協議会の改革について（大山教授資料）

23 下 265 23-30 ねじれ国会の現状、両院間の合意形成等について（案）

23 下 23-31 衆議院サーバ等ウィルス感染防止対策本部 参考資料

24 下 266 24-01 〇 議長時代の主要行事（一覧）

24 下 269 24-02 「皇室制度有識者ヒアリング論点整理」

24 下 279 24-03 永原陽子「南アフリカの真実和解委員会」アフリカレポート２８号（１９９９年）

24 下 281 24-04
プリシラ・Ｂ・ヘイラー『語りえぬ真実 真実委員会の挑戦』４３６―４３９頁「表１ ２１の真実委員会」（２００６年１０
月、平凡社）

24 下 292 24-05 〇 議長としての宮中行事、行幸啓を伴う式典への参列等

24 下 292 24-06 〇 戦没者追悼式 追悼の辞

24 下 292 24-07 第１２５回ＩＰＵ会議報告書（２０１１年１１月）※第21回資料と同内容

24 下 292 24-08 南アフリカ共和国及びシンガポール共和国親善訪問衆議院一行報告書（平成２５年１月）
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25 下 296 25-01 〇 横路孝弘事務所作成「２０１０（平成２２）年 通常国会の主な動き」※第20回資料と同じもの

25 下 300 25-02 〇 横路孝弘事務所作成「各種指標（２０２２年１１月現在）※第20回資料と同じもの

25 下 300 25-03 〇 横路孝弘「安倍政権３年間の日本の姿」（講演資料）

25 下 324 25-04 〇 民主党広報委員会「民主党だからこそ実現した政策」民主党政策シリーズ ２０１２年秋号

25 下 324 25-05 〇 横路孝弘「民主党政権時代に実現した主だった政策」（講演資料）

25 下 324 25-06 岩﨑忠「民主党政権『地域主権』改革の評価と検証」自治総研４１８号（地方自治総合研究所、２０１３年８月）

25 下 324 25-07 内閣府ウェブサイト「義務付け・枠付けの見直しに係る条例制定 状況調査の概要」（平成２４年４月）

25 下 324 25-08 ２０１１年９月１５日付毎日新聞「西尾勝 住民参加へ地方議会 も変革を」

25 下 324 25-09 民主党政権下における地域分権一括法改正の概要資料（内閣府）

25 下 324 25-10 ２０１１年１２月２７日付日本経済新聞「政府、武器輸出三原則 を緩和 共同開発可能に」

25 下 324 25-11 「防衛装備品等の海外移転に関する基準」についての内閣官房長官談話（平成２３年１２月２７日）

26 下 328 26-01 「地域別戦没者遺骨収容概見図」

26 下 328 26-02 厚生労働省・戦没者の遺骨収集に関する有識者会議の配布資料「戦没者遺骨収集事業の取組状況について」

26 下 330 26-03 内海愛子ほか『遺骨の戦後 朝鮮人強制動員と日本』（岩波ブックレット、２００７年）

26 下 331 26-04 〇 故上原康助先生未発表論文「沖縄独立の志」（未定稿）

26 下 340 26-05 ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策調査調査 中間報告書

26 下 357 26-06 戦没者の遺骨収集の推進に関する法律（平成28年法律第12号）

26 下 357 26-07 「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」概要、「戦没者の遺骨収集の推進に関する基本的な計画」概要

26 下 357 26-08 〇 横路孝弘「ハンセン病メモ」（講演資料）

26 下 357 26-09 ハンセン病問題の早期かつ全面的解決に向けての内閣総理大臣談話

26 下 357 26-10 国宗直子「ハンセン病家族訴訟の勝訴とその意義」人権と部落問題（２０２０年６月）

26 下 357 26-11 浅井浩「ハンセン病と元患者家族の集団訴訟」

26 下 357 26-12 〇 「ハンセン病隔離の100年を問う東京集会」ビラ、横路議長挨拶

26 下 358 26-13 日本弁護士連合会「精神保健福祉法の抜本的改正に向けた意見書」（２０１２年１２月２０日）

26 下 358 26-14 〇 精神病床質問資料（横路孝弘事務所作成）

26 下 358 26-15
「国連・人権勧告の実現を！」実行委員会「『国連人権勧告に従う義務なし』って！——日本の人権政策はどうなっている？
活動のまとめ（２０１３年～２０１６年５月）」（２０１６年６月）

26 下 358 26-16 厚生労働省 第１回 生活保護制度に関する国と地方の実務者協議 参考資料「生活保護制度の現状について」

27 下 372 27-01 自衛隊による初めての米艦艇と航空機の防護に関する質問主意書

27 下 372 27-02 同上 答弁書

27 下 373 27-03 自衛隊が参加した他国軍と行う軍事演習について

27 下 373 27-04 過去5年間の国内で実施した実働による日米共同防災訓練の実績について

27 下 381 27-05 「日米防衛協力のための指針」（ガイドライン）及び平和安全法制関連法案について

27 下 383 27-06 臨時閣議及び閣僚懇談会議事録（資料10枚）

27 下 383 27-07 政府が与党協議において示した集団的自衛権等に関する事例集

27 下 383 27-08
２０２１年３月２９日付東京新聞「安保法５年、米軍防護、年２５件に増」
自衛隊法第95条の2の運用に関する指針について

27 下 383 27-09 自衛隊法第95条の2に基づく合衆国軍隊等の武器等の防護の結果について、ほか1件

27 下 383 27-10
第４回 防衛省・自衛隊の第一線救護における適確な救命に関する検討会 参考資料 「戦術的戦傷救護ガイドライン（仮
訳）」

27 下 383 27-11 〇 横路孝弘「安保法制に伴い変わったこと」（講演資料）

27 下 383 27-12
〇

（一部）
横路孝弘「憲法改悪！ 自由と民主主義の危機を語る」（講演資料）

27 下 383 27-13
〇

（一部）
横路孝弘「存立危機事態等」（講演資料）※資料27-12と重複あり

27 下 384 27-14 〇 戦争体制の強化（横路孝弘事務所作成）

27 下 384 27-15 岩本誠吾「海外駐留の自衛隊に関する地位協定覚書——刑事裁判管轄権を中心に」産大法学４３巻３・４号（２０１０年２月）

27 下 384 27-16 １９９９年２月２３日付朝日新聞「有事じわり現実味 要求聞いたことない 運輸省」

27 下 384 27-17 日米防衛協力のための指針の見直しに関する中間報告

27 下 384 27-18 ガイドライン見直しの中間とりまとめにかかる想定問答集（横路孝弘氏提供）

28 下 387 28-01 横路史生氏作文

28 下 402 28-02 〇 松林詔八君の告別式あいさつ


